
中間評価時(H27.4.1現在）からの修正

平成２４年度採択プログラム　中間評価調書  （中間評価後修正変更版）

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要　　[公表。ただし、項目１３については非公表]

） ） ）

） ） ）

（機関名：熊本大学　類型：複合領域型（生命健康）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラムHIGO）

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

熊本県、熊本市、第一三共（株）、同仁化学研究所（株）、熊本日日新聞社、熊本商工会議所、熊本経済同友
会、九州地域バイオクラスター推進協議会

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

１１．連合大学院として参画している場合の共同実施機関名

※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

神経科学一般、生理学一般、医化学一般、病態医化学、人体病理学、分子生物学、細胞生物学、発生
生物学、化学系薬学、物理系薬学、生物系薬学、創薬化学、医療系薬学、代謝学、内科学一般、免疫
学、小児科学、人類遺伝学、公衆衛生学・健康科学、腫瘍生物学、発がん、ゲノム医科学、哲学・倫理
学、外国語教育、政治学、経済政策、経営学、社会学

９． 専攻等名
医学教育部医科学専攻（修士課程）、医学教育部医学専攻（博士課程）、
薬学教育部博士前期課程　創薬・生命薬科学専攻、
薬学教育部博士後期課程　創薬・生命薬科学専攻、
薬学教育部博士課程　医療薬学専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

政治学 ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

８． 主要細目

（① （② （③

６．
授与する博士学
位分野・名称

博士（健康生命科学）、博士（医学）、博士（生命科学）、博士（薬学）、博士（薬科学）

７． 主要分科

（① 基礎医学 （② 薬学 （③

５．

プログラム名称 グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラムHIGO

英語名称 HIGO（Health life science: Interdisciplinary and Glocal Oriented）Program

副題 健康生命科学パイオニアHLSP（Health Life Science Pioneer）の養成

コーディネーター 氏名・職名 小椋　   光  （大学院医学教育部・医学専攻・教授）

４． 類型 I ＜複合領域型（生命健康）＞

氏名・職名 西村　  泰治　（大学院医学教育部・医学専攻・教授）

３． プログラム    　（ふりがな） おぐら　     てる

機関名 熊本大学 整理番号 I02

２． プログラム責任者    　（ふりがな）

１． 全体責任者

にしむら　やすはる

※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるもの
の場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

   　（ふりがな）

（学長） 氏名・職名 原田　  信志　 （熊本大学長）

はらだ  　しんじ
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中間評価時(H27.4.1現在）からの修正

[公表]

プログラム担当者の構成

人

人

高橋　隆雄 ﾀｶﾊｼ ﾀｶｵ 大学院先導機構・客員教授、名誉教授 博士(文学) 社会文化科学教育のコーディネート

（機関名：熊本大学　類型：複合領域型（生命健康）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラムHIGO）

河村　洋子 ｶﾜﾑﾗ ﾖｳｺ 政策創造研究教育センター・准教授
博士（健康教育及
びヘルスプロモー

ション)
社会文化科学教育

石原　明子 ｲｼﾊﾗ ｱｷｺ 大学院社会文化科学研究科・准教授 文学修士 公共政策教育

今井　輝子 ｲﾏｲ ﾃﾙｺ 薬学部・特任教授 薬学博士 産業界連携

丸山　　徹 ﾏﾙﾔﾏ ﾄｵﾙ
大学院薬学教育部・医療薬学専攻・
教授

薬学博士
企業インターンシップ、創薬・臨床研究
指導　薬学専門講義

有馬　英俊 ｱﾘﾏ ﾋﾃﾞﾄｼ
大学院薬学教育部・医療薬学専攻・
教授

薬学博士
海外・企業インターンシップ、創薬研究
指導　薬学基礎講義

山縣　ゆり子 ﾔﾏｶﾞﾀ ﾕﾘｺ
大学院薬学教育部・創薬・生命薬科
学専攻・教授

薬学博士
海外・企業インターンシップ、創薬研究
指導　薬学基礎講義

入江　徹美 ｲﾘｴ ﾃﾂﾐ
大学院薬学教育部・医療薬学専攻・
教授

薬学博士
行政インターンシップ、臨床研究指導
薬学専門講義

西谷　陽子 ﾆｼﾀﾆ ﾖｳｺ 大学院医学教育部・医学専攻・教授 博士（医学) 行政連携

尾池　雄一 ｵｲｹ ﾕｳｲﾁ 大学院医学教育部・医学専攻・教授 博士（医学) 産業界連携

加藤　貴彦 ｶﾄｳ ﾀｶﾋｺ 大学院医学教育部・医学専攻・教授 医学博士 行政連携　産業界連携

山縣　和也 ﾔﾏｶﾞﾀ ｶｽﾞﾔ 大学院医学教育部・医学専攻・教授 医学博士 行政連携　留学生支援

荒木　栄一 ｱﾗｷ ｴｲｲﾁ 大学院医学教育部・医学専攻・教授 医学博士 行政連携

太田　訓正 ｵｵﾀ ｸﾆﾏｻ
大学院医学教育部・医学専攻・准教
授

博士(理学）
プログラム・カリキュラムの点検・改
善、国際連携

宋　　文杰 ｿｳ ﾌﾞﾝｹﾂ 大学院医学教育部・医学専攻・教授 工学博士
カリキュラムの編成・評価　国際連携
広報

小川　峰太郎 ｵｶﾞﾜ ﾐﾈﾀﾛｳ 大学院医学教育部・医学専攻・教授 博士(薬学)
プログラムの点検・改善、カリキュラム
の編成・運営

西中村　隆一 ﾆｼﾅｶﾑﾗ ﾘｭｳｲﾁ 大学院医学教育部・医学専攻・教授 博士(医学)
プログラムの点検・改善　行政連携　広
報

上野　眞也 ｳｴﾉ ｼﾝﾔ 政策創造研究教育センター・教授
博士(公共政

策学)
公共政策教育　行政コーディネート

甲斐　広文 ｶｲ ﾋﾛﾌﾐ
大学院薬学教育部・創薬・生命薬科
学専攻・教授

薬学博士 海外コーディネート、創薬研究指導

大塚　雅巳 ｵｵﾂｶ ﾏｻﾐ
大学院薬学教育部・創薬・生命薬科
学専攻・教授

薬学博士 行政・企業インターンシップ

富澤　一仁 ﾄﾐｻﾞﾜ ｶｽﾞﾋﾄ 大学院医学教育部・医学専攻・教授 博士(医学)
プログラム・カリキュラムの編成・点
検・改善

中尾　光善 ﾅｶｵ ﾐﾂﾖｼ 大学院医学教育部・医学専攻・教授 医学博士 行政連携　産業界連携

プログラムの企画・運営の総括

竹屋　元裕 ﾀｹﾔ ﾓﾄﾋﾛ 理事・副学長 医学博士 プログラムの点検・改善

（プログラムコーディネーター）

小椋　  光 ｵｸﾞﾗ ﾃﾙ 大学院医学教育部・医学専攻・教授 理学博士

現在の専門
学位

役割分担
(平成２８年度における役割)

（プログラム責任者）

西村　泰治 ﾆｼﾑﾗ ﾔｽﾊﾙ 大学院医学教育部・医学専攻・教授 医学博士 統括責任者

１５．プログラム担当者

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名

人 プログラム実施大学以外に属する者 9

そのうち、他大学等を経験したことのある者 26 人 そのうち、大学等以外に属する者 8

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 71.0 %]

プログラム実施大学に属する者 32

女性の人数 10 人 [ 24.3 %]外国人の人数 3 人 [ 7.3 %]

１４． 計 41 名
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中間評価時(H27.4.1現在）からの修正

[公表]

（機関名：熊本大学　類型：複合領域型（生命健康）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラムHIGO）

玉井　馨子 ﾀﾏｲ ｹｲｺ
第一三共株式会社　研究統括　研究企画グ
ループ主査

博士(理学) 企業セミナー インターンシップ

佐々本　一美 ｻｻﾓﾄ ｶｽﾞﾐ 株式会社同仁化学研究所・技術顧問 薬学博士 企業セミナー

井芹　道一 ｲｾﾘ ﾐﾁｶｽﾞ 熊本日日新聞社・編集委員 教育学士
地方紙ジャーナリズムについての講義
企業インターンシップ

甲斐　隆博 ｶｲ ﾀｶﾋﾛ
熊本経済同友会代表幹事（肥後銀行頭
取）

商学士
政治学・経済学教育　企業インターン
シップ

田川　憲生 ﾀｶﾞﾜ ｹﾝｾｲ
熊本商工会議所・会頭（ホテル日航熊
本・会長）

文学士
政治学・経済学教育　企業インターン
シップ

幸山　政史 ｺｳﾔﾏ ｾｲｼ 前熊本市長 経済学士 政治・行政教育

大西　一史 ｵｵﾆｼ ｶｽﾞﾌﾐ 熊本市・市長 修士（法学） 政治・行政教育　行政インターンシップ

蒲島　郁夫 ｶﾊﾞｼﾏ ｲｸｵ 熊本県・知事 政治経済博士 政治学教育　行政インターンシップ

粂　  昭苑 ｸﾒ ｼｮｳｴﾝ 東京工業大学・教授 博士（理学） プログラム運営に関する助言・支援

小野　友道 ｵﾉ ﾄﾓﾐﾁ 熊本大学顧問・名誉教授 医学博士 医療行政教育　行政インターンシップ

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２８年度における役割)

１５．プログラム担当者一覧（続き）

久恒　昭哲(H27.4.1追加） ﾋｻﾂﾈ ｱｷﾉﾘ 大学院先導機構・特任准教授 博士（薬学）
行政・企業・海外インターンシップ
行政・企業セミナー

梅田 香穂子(H27.4.1追加） ｳﾒﾀﾞ　ｶﾎｺ 大学院先導機構・特任助教 博士（医学）
行政・企業・海外インターンシップ
行政・企業セミナー

Hari Prasad DEVKOTA
(H27.4.1追加）

ﾊﾘ　ﾌﾟﾗｻﾃﾞｳ　ﾃﾞﾌﾞｺﾀ 大学院先導機構・特任助教 博士（薬学）
行政・企業・海外インターンシップ
行政・企業セミナー

田辺 寿一郎(H27.5.1追加） ﾀﾅﾍﾞ　ｼﾞｭｲﾁﾛｳ 大学院先導機構・特任助教 博士（平和学）
行政・企業・海外インターンシップ
行政・企業セミナー

盧　 　 渓(H27.4.1追加） ﾙ　　ｼｰ 大学院先導機構・特任助教 博士（医学）
行政・企業・海外インターンシップ
行政・企業セミナー

大浦 華代子(H27.5.1追加） ｵｵｳﾗ ｶﾖｺ 大学院先導機構・特任助教 博士（薬学）
行政・企業・海外インターンシップ
行政・企業セミナー

3



中間評価時(H27.4.1現在）からの修正 

（機関名：熊本大学 類型：複合領域型（生命健康）ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラム HIGO） 
4 

 

 【公表】 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入してくだ
さい。） 

【プログラムの概要】「グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラムHIGO」 

人類の健康増進に繋がる生命科学が急速に展開し、専門化・細分化されていることから、その成果を

社会全体に分かりやすく波及することが重要である。「HIGO（Health life science: Interdisciplinary and 
Glocal Oriented）プログラム」は、医学・薬学等を基盤とする健康生命科学の専門的知識と研究マイン

ドをもち、九州という地域性と世界観（主にアジア）を連結した 国際・地域社会（グローカル社会）に

おける課題とニーズを捉えて、健康増進と疾病対策のために最新の知見と科学技術を活用する次代の医

療人・専門職業人を養成する。医学・薬学・生命科学等から要点を抽出・集約して「健康生命科学パイ

オニアHLSP（Health Life Science Pioneer）」コースを新設し、これらの専門的な理解に加えて、人と

社会と自然に関する総合的な知識や情報を積極的に習得することで、真に世界に貢献できる学識と応用

能力を獲得する。とりわけ、熊本大学と熊本県・熊本市が一体となった「グローカル社会文化科学 GSCS
（Glocal Social and Culture Science）」を通して、アジアと九州、歴史と文化、政治・経済・社会と生

命倫理などを理解し、健康生命科学をグローカル社会の中に位置づける。この有機的に統合した斬新な

大学院コースを設置し、国際的・地際的・学際的な視野と思考力に基づき、世界と地域の諸課題を自ら

発見・行動・解決できるグローカル社会リーダーHLSP の輩出を実現するものである。 
【特色】１. グローカル社会への貢献を目指した大学・行政・産業界の連携 

従来の理系大学院人材は、高い専門性と欧米指向のため、地域社会やアジアに対する意識が希薄にな

りがちであった。しかし、科学技術が進歩する現代社会にこそ、総合的な知識と合理的判断力をもつ理

系人材が不可欠である。ここで若い世代がリーダーとして活躍するには、地域や世界の人々と協働して、

課題解決に自在に挑戦することが必要である。熊本大学は熊本県・熊本市と一体として 「くまもと都市

戦略会議」「熊本上海オフィス」の運営などの公共政策形成や社会活動を展開しており、とくに医療・

教育・食糧・観光でアジアへの取組みを重視している。健康増進と疾病対策を先導するリーダーには、

専門的な知識・技術に加えて、健康・医療と密接に関わる生活圏の理解が不可欠であり、産学官が一体

になったHIGO プログラムで初めてそれは可能になる。行政及び地域・企業と連携することで、実践的

な GSCS 教育が実施できる。県庁、市役所、上海オフィスや企業など、行政・産業界・海外へのインタ

ーンシップを導入し、我が国の産学官が連携して、地域、そしてアジア諸国に重点を置きながら、世界

水準で国際社会に展開する中核的リーダーを育成する。 
２. 最先端かつ国際最高水準の健康生命科学プログラム 

熊本大学大学院の医学教育部と薬学教育部は常に協働しており、その構成員である発生医学研究所

及びエイズ学研究センターは 2 つのグローバルCOE 拠点の中軸である。この基盤の上に、医学・薬学・

生命科学及び GSCS で構成する HLSP コースを開設する。デュアル･メンター制及び研究室ローテーシ

ョンによる多角的視野の養成、e ラーニングシステムによる知識の効率的な習得を図る。国内外からポテ

ンシャルのある大学院生を集結させて、彼らが切磋琢磨する学際的な大部屋教育を行ない、国際感覚と

総合知識を涵養する。本学に「国際先端医学研究拠点施設」が平成 25 年度に建設され、生命資源研究・

支援センター等の設備を使用し、研究支援を受けることができる。近年の外国人留学生の増加に伴い、

上記 COE 拠点では授業やセミナーの 完全英語化 を達成している。本プログラムでは、外国人留学生の

比率をさらに 4 割程度を目標にかかげ、日本に居ながら実践的な国際化を目指す。大学・社会が一体と

なって、地域と世界で実働するリーダー育成環境に努める。 

【優位性】 

 熊本大学は全学的に大学院教育と先端研究を推進する「大学院先導機構 」を設置し、新たなパラダイ

ムを描きながら各研究領域における大学改革を図っている。これまで、21 世紀 COE プログラム 2 件、

グローバル COE プログラム 3 件、組織的な大学院教育改革推進プログラム 2 件等を実施し、生命科学

領域では「細胞系譜制御 」、「エイズ感染防御 」、「発生再生・代謝循環 」において顕著な実績を挙げて

いる。発生医学研究所は、全国共同利用・共同研究拠点事業の「発生医学の共同研究拠点」であり、エ

イズ学研究センターと生命資源研究・支援センターは各々の先端研究拠点である。さらに、国際化推進

センター（平成 27年 3月から「グローバル教育カレッジ」へ改組）、e ラーニング推進機構、イノベー

ション推進機構（平成 27年 8月から「くまもと地方産業創生センター」へ改組）等の技術経営コースに

よる企業インターンシップ、社会文化科学研究科 プログラムなどが整っている。本プログラムは、本学

の学長を中心とする強固なマネージメント体制のもと、熊本県 ・熊本市 、産業界が共同する HIGO プ

ログラムを社会的に新展開する新規性と優位性がある。 



中間評価時(H27.4.1現在）からの修正 

（機関名：熊本大学 類型：複合領域型（生命健康）ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラム HIGO） 
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【公表】 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連
携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 
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